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仙台ＢＯＳＡＩ－ＴＥＣＨ Ｆｕｔｕｒｅ Ａｗａｒｄｓ 

段ボールジオラマで見る「多賀城市の歴史・災害・文学」 

              

令和６年２月１日 

 

 本市では、仙台市と共同で「防災」と「ＩＴ」の掛け合わせによる「ＢＯＳＡ

Ｉ－ＴＥＣＨ事業」の一環として「仙台ＢＯＳＡＩ－ＴＥＣＨ Ｆｕｔｕｒｅ Ａ

ｗａｒｄｓ」を実施しています。 

 今年度採択した事業として、震災伝承及び防災意識の向上等を目的とした段

ボールジオラマの展示を実施します。報道・取材方よろしくお願いします。 

 

記 

 

●日 時 ２月１０日（土）～３月１１日（月） 

９時～２１時３０分まで（図書館開館時間中展示） 

 

●場 所 市立図書館（１階カウンター付近） 

 

●内 容 別紙「概要資料」のとおり 

 

●その他 展示初日の２月１０日（土）９時～１１時まで、会場で各担当者が取

材に応じます。 

     また、仙台市「ＢＯＳＡＩ－ＴＥＣＨ事業」の詳細は、仙台市経済局

産業振興課 ０２２－２１４－８２６３（直通）へ問い合わせてくだ

さい。 

 

≪問い合わせ≫ 

総務部危機管理課防災減災係 

 ０２２－３６８－２０７９（直通電話） 



仙台ＢＯＳＡＩ－ＴＥＣＨ Ｆｕｔｕｒｅ Ａｗａｒｄｓ 

段ボールジオラマで見る「多賀城市の歴史・災害・文学」 

展示概要 

 

１ 実施背景 

  本市は、東日本大震災で大きな被害を受けましたが震災の爪痕がほとんど残って

おらず、市民や市外から訪れた人が震災被害を知る機会が限られているという課題

を抱えています。 

  震災アーカイブサイト「たがじょう見聞憶」や、多賀城高校災害科学科による「津

波波高標識」の設置や「津波伝承まち歩き」などの活動が行われていますが、より

多くの人に震災伝承・防災教育を届けることができるソリューションを探すべく、

仙台市が主催する「仙台 BOSAI-TECH Future Awards 2023」のテーマのひ

とつとして広く提案を募集しました。 

 

２ 実施のねらい 

 多賀城市全域の地形を再現した段ボールジオラマ（縮尺 1/7500）により、多

賀城市の地形や海との近さを体感してもらう。 

 ジオラマに津波浸水想定シミュレーション動画をプロジェクションマッピング

することで、東日本大震災時を上回る津波の浸水範囲やリスクを、わかりやす

く体感してもらう。 

 防災コンテンツだけでなく地域の歴史や文学とも関連させた展示とすること、

またプロジェクションマッピングや AR の活用、関連書籍の陳列などにより、

普段防災への関心が低い層にも防災情報に触れてもらう機会をつくる。 

 

３ 期間 令和６年２月１０日（土）～３月１１日（月）まで 

 

４ 場所 多賀城市立図書館（１階カウンター付近） 

 

５ 時間 ９時～２１時３０分まで（図書館開館時間中展示） 

 

６ 内容 

 (1) 津波動画のプロジェクションマッピング 

 多賀城市津波浸水シミュレーション動画 

 東日本大震災時の津波浸水状況 



 (2) ＡＲコンテンツ 

 多賀城高校による津波伝承まち歩き「MAP」 

 多賀城の歌枕 

 多賀城 史跡周遊コース 

 (3) 関連書籍の展示等 

 

７ 主催 多賀城市 

 

８ 共催 仙台市 

 

９ 協力 一般社団法人 防災ジオラマ推進ネットワーク、宮城県多賀城高等学校 

 

10 問合先 多賀城市総務部危機管理課 ＴＥＬ.０２２－３６８－２０７９ 

 

11 その他 

 (1) 取材対応 

   展示初日の２月１０日（土）９時～１１時まで、会場で各担当者が取材に応じ

ます。 

 (2) 多賀城高等学校での展示 

   本展示終了後、３月１２日（火）～３月２２日（金）まで多賀城高等学校にお

いて、同展示を実施します。 

 (3) 仙台 BOSAI-TECH イノベーションプラットフォームについて 

   仙台市が主催・運営する防災×テクノロジー×ビジネスを融合した防災課題に

対する新たな解決策を持続的に生み出すプラットフォームです。各領域の人材・

企業が交流するイベントの開催、新事業創出を目指すプログラムの開催、アイデ

アやプランを試す実証実験のサポートと結果の共有といった活動を行い、防災関

連の新しい製品・サービスの開発を支援しています。 

   URL： https://sendai-bosai-tech.jp/ 






